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１．概要（Summary） 

本研究では、市販の抗 O157 抗体および抗ノロウイルス

抗体を用いた病原微生物 SPR バイオセンサを開発した。

バイオセンサにはナノテクノロジープラットフォームを利用

して作製したマイクロ流路を用いた。このセンサを用いるこ

とで定量的に大腸菌を検出でき、検量線を作成できた。ノ

ロウイルスに関しては、シグナル増幅プローブとして 

Virus-Binding Protein (VBP)を使ったサンドイッチ法に

より、センサシグナルを 4 倍に増幅できた。 

２．実験（Experimental） 

センサチップは、金蒸着高屈折率ガラス（Au-11；五

稜 化 学 ( 株 ) ） を 用 い て 作 製 し た 。 0.01M の

10-Carboxy-1-decanethio エタノール溶液にガラスを

12 時間浸漬し、金薄膜上に自己組織化単分子膜を形

成した。ガラスを超純水で 10 分間超音波洗浄した後、

0.4M の EDC 水溶液と 0.1M の NHS 水溶液を各

10µL 金薄膜上に滴下し、1 時間静置した。ここに抗

体を滴下した。このように作製した、抗体が固定化さ

れた高屈折率ガラス（センサチップ）にマスクアライ

ナ(MA-20)利用で作製した PDMS マイクロ流路（容積

6μL）を重ね、フローセル型センサとした。これを光

導波路分光装置に固定し、マイクロシリンジポンプを

用いてセンサにサンプル溶液を供給した。サンプル溶

液には非病原性大腸菌 O157:H7（ATCC 700728）お

よびノロウイルスのウイルス様粒子を加えた。センサ

チップ上で生ずる抗原抗体反応は、SPR スペクトルの

最大共鳴波長のシフト量を用いて定量した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

まず、大腸菌を含まない PBS を 20 分間供給した。最

大共鳴波長が 675.6nm で安定していたので、20 分に

大腸菌濃度 105 個/mL の PBS を供給した。その後 6

分間では最大共鳴波長は変化しなかった。PBS でセン

サチップを洗浄した後、31 分に大腸菌濃度 106 個/mL

の PBS を供給した。すぐに最大共鳴波長は増大し、

36 分に 676.4nm で安定した。その後 PBS で洗浄した

ところ、676.2nm で安定した。47 分に大腸菌濃度 107

個/mL の PBS を供給した。最大共鳴波長は大幅に増

大し、63 分に 679.7nm で安定した。その後 PBS で洗

浄したところ、678.8nm で安定した。76 分に大腸菌

濃度 108 個/mL の PBS を供給した。最大共鳴波長は

急激に増大し、78 分に 682.5nm で安定した。このよ

うに、センサチップに抗原抗体反応により結合した大

腸菌量は、大腸菌を含まない PBS 由来の最大共鳴波

長と大腸菌を含む PBS 由来の最大共鳴波長との差（波

長シフト幅）と相関がみられた。この結果から、O157

用 SPR センサの検量線を作成することができた。 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 
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